
主催：         公益財団法人 国際花と緑の博覧会記念協会
共催：東北大学研究推進・支援機構知の創出センター、宮城大学事業構想学群（予定）、総合地球環境学研究所
後援：河北新報社

持続可能性の風土学的基盤
2018年 12 月 2 (日）

仙台国際ホテル
午後1時30分 ～ 午後4時30分

参加費無料
要事前登録
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2018年コスモス国際賞受賞者

オギュスタン・ベルク
フランス国立社会科学高等研究院 教授

哲学者、 和辻哲郎の風土概念の拡充・ 深化 ・ 
発展、および日本・中国・モンゴルでのフィール
ドワークによる裏打ちから、 従来の西洋的自然
観に基づいた環境科学や環境倫理等とは異な
る東洋的自然観に基づいた環境人間学「風土
学」を切り拓いた。
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住所・氏名・年齢・電話番号を明記のうえ、はがき、Ｅメール、FAXのいずれかでお申込みください。
QRコードからもお申込みいただけます。
【はがき】  〒538-0036 大阪市鶴見区緑地公園2-136
     花博記念協会「コスモス国際賞講演会(仙台)」係

お問合せ：公益財団法人国際花と緑の博覧会記念協会  企画事業部第一課  TEL：06-6915-4516( 平日 9：30 ～ 17：30）　

【Ｅメール】   shizen@expo-cosmos.or.jp
【ＦＡＸ】   06-6915-4524

花博記念協会ＨＰ

◆ご来場の皆様にお花の球根プレゼント



2018年コスモス国際賞受賞記念講演会

公益財団法人国際花と緑の博覧会記念協会 2018年コスモス国際賞受賞記念講演会（仙台）係 行

進  行
佐倉 統

科学技術社会論研究者
東京大学大学院情報学環教授、理化学研究所革新知能統合研究センター チームリーダー
1960年東京生まれ。京都大学大学院理学研究科博士課程修了。三菱化成生命科学研究所、横浜国立大学経営学部、フライブルク
大学情報社会研究所を経て、現職。東京大学大学院情報学環長（2015-2017）も務める。もともとの専攻は進化生物学だが、その後、
科学技術と社会の関係についての研究考察に専門を移し、人類進化の観点から人間の科学技術を定位する作業を模索継続中。
主な著書に、『おはようからおやすみまでの科学』（ちくまプリマー新書）、『進化論という考えかた』（講談社現代新書）、『わたしたち
はどこから来てどこに行くのか？』（中公文庫）、『現代思想としての環境問題』『科学の横道』（ともに中公新書）、『進化論の挑戦』
（角川書店）、『「便利」は人を不幸にする』（新潮選書）、『人と「機械」をつなぐデザイン』（東京大学出版会）など。

受賞者紹介
野家 啓一

対 談
赤坂 憲雄

閉会挨拶
林 良博

解剖学者、家畜・家禽学者、獣医師
国立科学博物館館長、コスモス国際賞選考専門委員会委員長
1946年広島県生まれ。1969年東京大学農学部卒。在学中、農学部学生自治会委員長を務める。1975年東京大学農学博士。ハー
バード大学客員研究員、コーネル大学客員助教授、東京大学教授、総合研究博物館館長、農学部長、副学長を歴任。2010年東京
農業大学教授を経て、2013年に現職。この間、ヒトと動物の関係学会会長、日本獣医解剖学会会長、山階鳥類研究所所長、専務理事、
内閣府「立ち上がる農山漁村」有識者会議座長なども務めた。また、国際活動として、国際捕鯨委員会技術委員会委員、世界保健機構
アドバイザー、世界獣医解剖学会副会長、アジア獣医科大学協議会会長などを歴任。

民俗学者
学習院大学教授、福島県立博物館館長、遠野文化研究センター所長
1953年生まれ。1978年東京大学文学部卒、1992年東北芸術工科大学助教授、1996年東北芸術工科大学教養部教授、1999年
東北文化研究センター長に就任し、同年1999年東北の文化や歴史を掘り起こす『東北学』を創刊。2011年には学習院大学文学
部日本語日本文学科教授。2007年『岡本太郎の見た日本』（岩波書店）でドゥマゴ文学賞受賞、2008年同書で芸術選奨文部科学
大臣賞（評論等部門）受賞。
他に、『東北学／忘れられた東北』（講談社）『山野河海まんだら――東北から民俗誌を織る』（筑摩書房）など多数。
2011年には東日本大震災復興構想会議の委員を務め、講演やシンポジウムなどで東北の復興について、積極的に発言している。

科学哲学者
東北大学名誉教授、コスモス国際賞選考専門委員会委員
1949年生まれ。1971年東北大学理学部物理学科卒、1976年東京大学大学院理学系研究科科学史・科学基礎論専門課程博士
課程中退、1976年南山大学文学部助手、1979年プリンストン大学客員研究員、1981年東北大学文学部助教授、1991年同教授、
2000年東北大学大学院文学研究科教授、2003年東北大学大学院文学研究科長・文学部長、2005年東北大学副学長（人文社会
科学担当　2006年4月より男女共同参画・学術情報担当　図書館長兼務）、2008年東北大学理事（広報・校友会・学術情報担当
図書館長兼務）、2013年東北大学を定年退職、同大より名誉教授の称号を授与された。同年4月から現職。この間、日本哲学会会長、
日本学術会議会員を務めた。1994年第20回「山崎賞」受賞。
著書に『科学の解釈学』（講談社学術文庫）、『パラダイムとは何か』（講談社学術文庫）、『科学哲学への招待』（ちくま学芸文庫）、
『物語の哲学』（岩波現代文庫）、『歴史を哲学する』（岩波現代文庫）、『はざまの哲学』（青土社）など多数。

※定員になり次第締切ります。 ※受講証の返送をもって登録とさせていただきます。
※個人情報につきましては厳正な管理のうえ、当事業運営以外の目的で使用することはございません。

プログラム
13:30 開会
 コスモス国際賞受賞者紹介
 　　野家 啓一 氏
 受賞記念講演「持続可能性の風土学的基盤」
 　　オギュスタン・ベルク 博士

 

14:45 休憩
15:00 対談 赤坂 憲雄 氏
 進行 佐倉 統 氏
16:30 閉会挨拶
 　　 林 良博 氏
 


